
令和４年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

令和５年５月１０日（水）１４時～ 

学校法人野村学園 パール幼稚園 

１、本園の教育目標 

『どこでも自分の華を咲かせることができる子どもを育む』 

「自律・自立」「あたりまえのこと 10ヵ条の姿」 

 

２、本年度重点的に取り組む目標、計画 

 ・先生を育める先生の育成。 

 ・教育の見える／魅せる化を目指し、保護者理解の浸透及び園児募集に繋げる。 

 

３、評価項目の達成及び取り組み状況 

 評価項目 評価 取り組み状況 

１ 《幼児教育を担う人材の育成・専

門性の向上》教育水準向上のため

に、研修受講及び定期支援の機会

を充実させ、人材の育成に努める Ａ 

昨年度同様、月に１回以上の定期支援（教職員及び全体の運

営等に関する助言の機会）を受け、現状の課題・改善策の共

通認識を図っている。 

今年度は、学年での括りではなく、中堅教員（３年目以上）

と若手教員（１・２年目）を意識的にグループを組み研修に

取り組むことで、受講するだけでなく、その中で育成の観点

を育めるよう努めた。 

２ 《幼児教育の内容・方法の改善》

注力する日々の教育活動の本質理

解、保護者へのより細やかな共有

を図り園児の育ちへの共感を生め

るよう努める 

Ａ 

中堅教員主導にて、水曜日午後の時間帯を有効に活用し、実

践形式にて、朝の会やサーキット活動の意図や具体的な方

法、子どもの育ちの姿について継続的に研修を行った。 

また、園だより等の保護者への資料の中でも、出来るように

なったという結果だけでなく、過程やその意図を伝えるこ

と、共感を生むことを意識し作成を行った。 

 

４、総合的な評価結果 

評価 理由 

Ａ 教育水準向上のため２つの評価項目について重点的に取り組んだ結果、経験年数のある教員が全

体を引き上げていこうという姿勢がより見られてきたように感じている。また、教育活動内容の

充実だけでなく、魅せ方もより意識することで、本園の強みや価値を教員同士が改めて考え体現

することにつながったと考えられる。 

 

５、学校関係者評価委員会の評価 

令和３年度同様、園内のみながらず外部を含む様々な視点を用いて、日々改善・実行に取り組むことが出来て

いるのは大変好ましいことである。令和４年度は、保護者の立場としても、“なぜ”この活動を行っているのか、

“どのように”子どもたちの育ちを伸ばしていくのかという点がより可視化されていたように感じ、教育目標や

教育活動内容についても更に理解を深められる一年だったように感じている。今後も、成果と実践を生みながら、

幼児教育の可能性に挑戦する幼稚園として、地域からも評価され見守られる、非代替的存在としてのパール幼稚

園が在り続けることを期待している。 


